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「
未
来
の
教
室
」
と

Ed
Te

ch
研
究
会

第
１
次
提
言
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
者
が
学
び
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
学
び
の
社
会
シ
ス
テ
ム
」

①
幼
児
期
か
ら
「
５
０
セ
ン
チ
革
命

×
越

境
×

試
行

錯
誤

」
を
始

め
る

②
ど
ん
な
環
境
で
も
、
「
ワ
ク
ワ
ク
」
（
遊

び
、
不

思
議

、
社

会
課

題
、
一

流
、
先

端
）
に
出
会
え
る

③
「
自
分
に
最
適
な
、
世
界
水
準
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
自

分
に
合

う
先

生
」
を
幅
広
く
選
べ
る

④
探
究
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄ（

S
T
E
A

M
)で

文
理
融
合
の
知
を
使
い
、
社
会
課
題
・
身
近

な
課

題
解

決
に
試

行
錯

誤

⑤
常
識
・
ル
ー
ル

・
通
説
・
教
科
書
の
記
述
等
へ
の
「
挑
戦
」
を
、

(失
敗
も
含

め
)「
学

び
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
る

⑥
教
科
学
習
は

個
別
最
適
化
さ
れ
、
「
も
っ
と
短

時
間

で
効

果
的

な
学

び
方
」
が

可
能
に
な
る

⑦
「
学

力
」
「
教
科
」
「
学
年
」
「
時
間
数

」
「
卒

業
」
等

の
概

念
は

希
釈

化
さ
れ
、
学
び
の
自
由
度

が
増
す

⑧
「
先

生
」
の
役

割
は
多
様
化
（
教
え
る
先

生
、
「
思

考
の

補
助

線
」
を
引
く
先

生
、
寄

り
添
う
先
生
）

⑨
E
dT

e
c
h
が
「
教
室
を
科
学
」
し
、
教

室
は

「
学

び
の

生
産

性
」
を
カ
イ
ゼ
ン
す
る

C
la

ss
 L

ab
に
な
る

⑩
社
会
と
シ
ー
ム
レ
ス
な
「
小
さ
な
学
校
」
に
（
民
間

教
育
・
先
端
研
究
と
協
働

、
企

業
C

S
R

/
C

S
V
が

集
中

）

Ed
Te

ch
が
民
間
教
育
・
公
教
育
の
姿
を
変
え
、

世
界
・
地
域
社
会
・
産
業
界
・
先
端
研
究
と
繋
ぐ

講
義
動
画

で
「
カ
リ
ス
マ
講

師
の

講
義
」
、

M
O

O
Cs
で
「
世
界
の
一
流
の

講
義
」
に
触
れ
、

AI
が
導
い
て
く
れ
る
「
学

ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
を
効

率
よ
く
学

べ
る
。

〇
「
課
題
先
進
国
」
日
本
は
前
例

の
な
い
「
超

高
齢

社
会

」
に
対

応
し
た
社

会
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
が

必
要
。
さ
ら
に
第
４
次
産
業

革
命
へ

の
対

応
や

「
産

業
の

低
生

産
性

」
の

克
服

も
必

要
。

〇
社
会
の

前
提
が

崩
れ
、
過

去
の

成
功

体
験

が
通

用
し
な
い
産

業
構
造
の

変
化
の

中
、
誰
も
が
「
創
造
的
な
課

題
発
見
・
解

決
力
」
（
チ
ェ
ン
ジ
メ
イ
カ
―

の
資

質
）
を
手

に
す
る
機

会
が

必
要

。

〇
日
本
の
教
育
は
高
度
経
済

成
長

や
安

定
的

な
社

会
運

営
を
支
え
た
が
、
「
変
化
・
複
雑

性
・
相
互
依

存
」
が
進
み

予
測
不

可
能
性
も
高

い
社

会
で
は

、
「
強

み
」
が

「
弱

み
」
に
転

じ
る
面

も
。

日
本

の
課

題
：
「
創

造
的

な
課

題
発
見

・
解
決

力
」

・
E
dT

e
c
h
を
活
用
し
た
様
々
な
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
開

発
・
実

証
・
教
育
現
場
の
シ
ス
テ
ム
改
革
＜
民
間
教
育
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
転

換
、
学

校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

支
援

、
新

し
い
教

員
養

成
＞

・
学
校
へ
の

E
dT

e
c
h
の
導
入
・
活

用
に
必

要
な
環

境
整

備
＜

自
治

体
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ル
ー
ル
の
整

理
、
学

校
IC

T
投
資

の
推
進

、
E
dT

e
c
h
の

調
達

構
造

問
題

へ
の

対
応

＞
・
社
会
と
シ
ー
ム
レ
ス
な
教

育
現
場
づ
く
り
＜

教
育

分
野

へ
の

企
業

の
C

S
R

/
C

S
V
の
強

化
等
＞

・
学
び
方
を
規
定
す
る
「
大
学
入
試
・
高
等

教
育

・
働

き
方

」
の

未
来

「
未
来
の
教
室
」
実
証
事
業
等
を
通
じ
て
更
に
検
討
す
べ
き
こ
と

主
要
経
済
国
の
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

【
米

】
ST

EM
・

Ed
Te

ch
重
視
の
教
育

政
策

・
ハ
イ
テ
ク
企
業
や
先
端
研
究
所

が
提

供
す
る
実
践
的

ST
EM

/S
TE

AM
プ
ロ
グ
ラ
ム
多

数
。

・
学
習
デ
ー
タ
を

AI
で
解
析
し
、
学
習

の
個

別
最
適
化
を
進
め
る
実
験
校

(A
lt 

sc
ho

ol
)。

【
中
】
「
中
国
製
造

20
25

」
を
支
え
る

ST
EM

重
視

の
教

育
・
上
海
市
は
「

ST
EM

+（
プ
ラ
ス
）
教

育
研

究
セ
ン
タ
ー
」
を
発

足
さ
せ
て
実
証
授
業
や
教
員
研
修
を
実

施
。

・
江
蘇
省
・
上
海
市
で
は
例
え
ば
「

PM
2.

5」
「
干

魃
」
「
橋

の
崩

落
」
等
の
国
内
の
リ
ア
ル
な
社
会

課
題

を
文

理
融

合
の

知
を

総
動
員
し
て
解
決
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
。【
蘭

】
文

理
融

合
と
個

別
最

適
化

・
理

科
・
社

会
科

の
区

別
の

な
い
総

合
学

習
（
ｲ
ｴ
ﾅ
ﾌ
ﾟﾗ
ﾝ
校

）
・
１
日

の
1/

3は
iP

ad
で
算

数
や

言

語
の
自
習
（
ｽ
ﾃ
ｨｰ

ﾌ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾌ
ﾞｽ
ﾞｽ
ｸ
ｰ

ﾙ
）

③
教

科
学

習
（
個

別
最

適
化

）

②
探

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ST

EM
/S

TE
AM

）

①
「
ワ
ク
ワ
ク
・意

欲
・
志
」

と
の

出
会
い

社
会

課
題

や
先

端
研

究
課

題
に
触

れ
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

VR
等

を
活

用
し
、

文
理

融
合

の
探

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ST

EM
/S

TE
AM

）
が

可
能

に
。

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
（
離

島
・
山

間
部

で
も
、
自

宅
に
い
て
も
学

校
に
い
て
も
）
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
、
質

の
高

い
学

び
が

可
能

に
な
る
。
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